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高田製薬　日本経済新聞　2022年6月　1C W380×H100.5 mm　CSM22053001

監修 桒原 健太郎
高田製薬は、患者さんや医療関係者の声に耳を傾け、医療ニーズに合った
医薬品の開発と情報提供で、健康な社会づくりに貢献します。

頭痛には、原因疾患がないのに起こる、片頭痛や緊張型頭痛などの「一次性頭痛」と、風邪に伴う発熱や頭部外傷など、
病気が原因で起こる「二次性頭痛」があります。外来受診で一番多いのは片頭痛で、強い痛みや吐き気、嘔吐などを伴うこ
とがあります。大人は片側がズキンズキンと痛むことが多いのに対し、子どもは両側の痛みが続くなど大人と違った症状
がみられます。また、幼少期では男児に起こりやすい傾向がありますが、思春期で逆転し女子に起こりやすくなっていき
ます。
片頭痛が起こっても子どもは「頭が痛い（どこが、いつから痛い）」とうまく伝えられずに、急に元気がなくなったり、顔色

が悪く吐き気を伴ったり、光や音を避けるため暗く静かな部屋にこもるなどの行動が見られます。片頭痛の場合は、まず
横にして、暗く静かな部屋で休ませてあげましょう。
子どもの片頭痛で一番心配なのは、慢性化による日常生活への支障です。特に学童期の子どもは、頭痛で学校に行けず、
勉強の遅れや友人関係の構築などに問題が出てくることがあります。最初の数回は市販の頭痛薬を服用して様子を見て
もよいのですが、頻度が増えたり、痛みで日常生活に支障が出ていたり、頭痛が月15日以上続くときや、急に起こった
初めての頭痛のときは、一度小児科を受診してください。小児科では頭痛の原因となる病気がないかを調べ、二次性頭痛
でない場合は、生活指導を行います。また必要に応じてくすりを処方する場合もあります。
生活指導は、早寝早起きをする、朝ごはんをきちんと食べる、寝る前にテレビやスマホを見ないなど、規則正しい生活を
送ることが基本となります。片頭痛は、暑い季節に起こりやすかったり、空腹時又は特定の食品を摂った時に起きたりと、
誘発要因は人それぞれです。どんな時に頭痛が起こりやすいかを知ることで、子どもに合った予防法を見つけられると
よいですね。
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子どもの頭痛の予防で
正しいものは?

⇒さらに詳しい情報は「クイズ解説」をご覧ください。

https://www.takata-seiyaku.co.jp/general/hs6nik00000005cb-att/202206_2.pdf

